
2019年 1月川 越
農委スポット情報

◇農業委員会会長年頭のご挨拶………………２	 ◇川越市農業施策に関する意見書…………３
◇農政課からのお知らせ………………………４	 ◇農地を相続した場合の届出………………５
◇農地改良についてのお願い…………………５	 ◇農業者年金について………………………５

◇地域農業者紹介◇
　大東地区で荒幡洋一さんが経営するいもほり観光農園「あらはた園」を取材させていただ
きました。あらはた園では、毎年９月から11月までの間、サツマイモのいもほりなどが楽
しめます。裏面に紹介記事を掲載しています。

主な内容
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
日
ご
ろ

よ
り
農
業
委
員
会
活
動
へ
の
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
２
月

に
本
市
農
業
委
員
会
も
改
正
農
業
委

員
会
法
に
基
づ
く
新
体
制
と
な
り
ま

し
た
。
農
業
委
員
17
名
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
16
名
の
体
制
の
下
、

新
た
に
農
業
委
員
会
の
最
も
重
要
な

業
務
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
農
地

等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す

る
事
務
」
の
３
つ
の
柱
で
あ
る
「
担
い

手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
」

「
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
」「
新

規
参
入
の
促
進
」
に
つ
い
て
両
委
員
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
に
目
を
向

け
ま
す
と
、「
貿
易
自
由
化
等
を
要
因

と
す
る
農
作
物
価
格
の
低
下
」「
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
」「
遊

休
農
地
の
増
大
」「
台
風
・
大
雪
等
の

自
然
災
害
の
増
加
」
等
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
本
市
農
業
を

よ
り
一
層
魅
力
の
あ
る
産
業
に
す
る

た
め
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
密

に
し
、
委
員
一
同
、
鋭
意
努
力
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

繁
栄
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

平
成
30
年
９
月
25
日
に
、
川
越
市

北
公
民
館
に
お
い
て
、
川
越
市
食
生

活
改
善
推
進
員
協
議
会
20
名
と
農
業

委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
27
名
と
の
懇
談
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

当
懇
談
会
は
、
地
域
農
業
の
振
興

を
図
る
た
め
、
各
種
団
体
の
皆
様
か
ら

様
々
な
ご
意
見
を
伺
い
、
本
市
農
業
施

策
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
参
加
者

と
本
市
農
業
の
現
状
を
共
有
す
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

懇
談
会
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○�

川
越
産
の
農
産
物
を
で
き
る
だ
け
使

用
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
、
生

産
者
は
品
質
が
良
く
て
新
鮮
な
農

産
物
を
提
供
す
る
と
同
時
に
も
っ
と

ア
ピ
ー
ル
を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

○�

消
費
者
と
し
て
は
農
産
物
の
安
全

安
心
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
と
て

も
気
に
し
て
い
る
も
の
な
の
で
、

農
薬
の
使
用
は
可
能
な
限
り
抑
え

て
ほ
し
い
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
今
後
も
積
極

的
に
各
種
団
体
の
方
々
と
の
懇
談
会

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

活発な意見交換がなされた懇談会風景

年
頭
の
ご
挨
拶

川
越
市
農
業
委
員
会
　
会
長
　
石
川
　
秀
夫

川
越
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
と

懇
談
会
を
開
催
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　平成30年 11月７日に川合善明市長に「平
成31年度川越市における農地利用最適化の推
進に係る施策等に関する意見書」を提出しま
した。この意見書は、農業者の声を広く市政
に反映させるために各地域の皆様の代表であ
る農業委員及び農地利用最適化推進委員から
意見・要望を募り、平成30年 10月 25日開催
の第416回川越市農業委員会総会において討
議し、議決されたものです。
主な要望事項は以下のとおりです。

多面的機能支払交付金の活用について
　農地は、単に食料を生産する役割のみならず、国土の保全、水源の涵養、自然環境の
保全、良好な景観の形成等の多面的機能を有しておりますが、農業従事者の高齢化等に
より、これまで地域の共同活動により支えられてきた多面的機能の発揮に支障が生じつ
つあります。この多面的機能の適切な維持・発揮を図るために支払われる「多面的機能
支払交付金」について、交付金の増額及び活用しやすい制度への見直しについて国及び
県に対して働きかけをしていただきたい。また、多くの地域で活用されるよう、説明会
等により周知していただきたい。

地産外消（商）について
　地産地消とともに、首都圏等の大消費地に対して積極的な広報活動を展開する「地産
外消（商）」といった取組も注目されています。都心から近いという強みを活かし、川越
産農産物の消費拡大を図る取組を検討していただきたい。

ＧＡＰの制度周知及び取得支援について
　ＧＡＰの実施は、生産管理や効率性の向上とともに農業者自身の経営意識の向上に繋
がる効果があり、更には、農業人材の育成などにも有効とされています。今後、農業に
おいて求められる安全性、持続可能性への対応として重視されていますが、いまだ認知
度は低い状況です。生産者及び消費者に対してＧＡＰの制度についての幅広い周知をお
願いするとともに、認証取得についての支援をお願いしたい。

優良農地の保全及び有効利用の
推進のための支援など25項目を要望

−平成31年度川越市における農地利用最適化の推進に係る施策等に関する意見書を提出−
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問い合わせ先 農政課　経営支援担当　市役所本庁舎　5階　224－5939（直通）

　近年、もみがら等の焼却による付近の住宅等への影響についてのご意見が多く寄せられています。

　野焼きについては法律や県条例により原則禁止ですが、農業を営むためにやむを得ない田畑で

のもみがら等の焼却については、生活環境に支障を及ぼさない範囲で、例外的に認められていま

す。やむを得ず、田畑で焼却をする際は、以下の点に十分留意していただくようお願いいたします。

１ 近くにお住まいの方へ事前に声かけをしてください。

２ �近くに民家があるときは、風向きが民家のほうでないことを確認したうえで行ってください。 

３ �道路に面している田畑では、煙によって通行の妨げとならないよう管理をしてください。 

４ 火や煙はとても危険なので、野焼きをしているときは必ず近くにいるようにしてください。

　なお、肥料の袋や家庭で発生したゴミなどを焼却することは、法律や県条例により禁止されて

おり処罰の対象となりますので、絶対にしないでください。

野焼きについてのお願い

　1～3 月はアライグマの繁殖期です。この時期にアライグマを放置すると、4～6 月に親子で

農産物を食害するようになるので、アライグマ捕獲従事者の方は、子どもが生まれる前に箱わな

を設置して積極的な防除にご協力ください ※。

　川越市鳥獣被害防止対策協議会では、アライグマ捕獲従事者証をお持ちの方が捕獲したアライ

グマ等を回収処分しております。アライグマ等の有害鳥獣にお困りの際は、事務局（農政課）に

ご相談ください。

※狩猟免許又は従事者証をお持ちでない方が、箱わなを設置することは法律で禁じられておりま

す。川越市鳥獣被害防止対策協議会では年に数回、アライグマ捕獲従事者養成研修会を実施し、

従事者証を交付しております。ぜひご活用ください。

箱わなを設置してアライグマの捕獲にご協力ください

農政課からのお知らせ

　農業の収入減少を補償する新たな制度である「収入保険制度」は、災害などによる収量減少だ

けでなく、農作物の価格低下や、農業者の傷病によるものなど、様々な収入減少が補償の対象と

なります。「収入保険制度」への加入には、青色申告を

していることが必要です。

　なお、現行の農業共済等と同時に加入することはで

きません。詳しくは下記にお尋ねください。

【収入保険に関する問い合わせ】　

　　ＮＯＳＡＩ埼玉　中部統括支所　℡ 235-8711

【青色申告に関する問い合わせ】　

　　川越税務署　個人課税第一部門　℡ 235-9411

収入保険制度をご存知ですか

平成30年10月15日に川越市主催の
収入保険制度説明会を開催
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平
成
30
年
10
月
31
日
、
坂
戸

市
入
西
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
農
業
委
員
会
入
間
地
方
協

議
会
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
「
平
成
30
年
度
農
業
委
員
会

入
間
地
方
協
議
会
表
彰
式
及
び
研

修
会
」
に
お
い
て
、
石
川
秀
夫
会

長
が
永
年
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
の
表
彰
は
、
農
業
委
員

と
し
て
延
べ
９
年
在
籍
し
、
地
域

農
業
の
発
展
等
に
寄
与
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

全
国
農
業
新
聞
を
購
読
し
ま
せ
ん
か
？

　
【
発
行
日
】
毎
週　

金
曜
日

　
【
購
読
料
】
月　
　

７
０
０
円

　
【
お
申
込
み
】
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
２
４
｜
６
１
３
４

　

農
地
の
権
利
を
相
続
等
で
取
得
し

た
場
合
は
、
農
業
委
員
会
に
そ
の
旨

を
届
出
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
農
地
の
権
利
を
取
得
さ
れ
た

場
合
は
、
農
地
法
第
３
条
の
３
の
規

定
に
よ
る
届
出
書
の
ご
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
届
出
書
は
農
業
委
員
会

事
務
局
の
窓
口
に
、
ま
た
は
川
越
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　

農
地
改
良
後
、
作
付
け
を
行
わ
ず
、

雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
ケ
ー
ス
や
農

地
改
良
を
目
的
と
し
な
い
行
為
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

農
地
改
良
と
は
、
優
良
農
地
を
作

り
、
積
極
的
に
作
付
け
を
行
う
た
め

の
も
の
で
す
。
な
お
、
農
地
改
良
後
、

原
則
と
し
て
三
年
以
上
農
地
と
し
て

作
付
け
す
る
規
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

信
頼
の
お
け
る
業
者
に
依
頼
し
、

農
地
の
保
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

農
地
を
相
続
し
た
場
合
は

「
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
」

が
必
要
で
す

○�保険料は全額社会保険
料控除の対象
○65歳から終身受給
　（繰り上げ受給も可能）

詳しくはお近くの農協、
または農業委員会事務局
におたずねください。

  

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

永
年
表
彰

協議会会長から表彰を受ける石川会長

農
地
改
良
に
つ
い
て
のお

願
い



農
業
者
の
ご
紹
介
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く
ら
し
を
い
ろ
ど
る

Farm
erʼs M

arket

が
開
催

　
平
成
30
年
12
月
２
日
、
ウ
ェ
ス

タ
川
越
に
て
、「
く
ら
し
を
い
ろ
ど

るFarm
er's M

arket

」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
川
越
産
農
産
物
や
そ
の

加
工
品
、
雑
貨
な
ど
川
越
の
魅
力

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

農委スポット
情報では「農
業に 関 す る

情報」を募集しています。
地域のイベント・取組
等がありましたら、農
業委員会事務局までご
連絡ください。

　
荒
幡
洋
一
さ
ん
は
大
東
地
区
南

大
塚
で
い
も
ほ
り
観
光
を
行
っ
て

い
る
あ
ら
は
た
園
を
経
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
川
越
で
は
昭
和
30
～
40
年
代
か

ら
い
も
ほ
り
観
光
が
盛
ん
で
、
大

東
地
区
で
も
そ
の
時
代
か
ら
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
あ
ら
は
た
園
で
は
い
も
ほ
り
と

共
に
蒸
か
し
芋
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

と
ん
汁
等
が
楽
し
め
ま
す
。

　
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
秋
に
な
る
と
、

荒
幡
さ
ん
の
農
園
で
は
幼
稚
園
児

や
小
学
生
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
町
内
会
の
旅
行
や
慰
安
旅
行
で

訪
れ
る
大
人
ま
で
、
老
若
男
女
、

幅
広
い
世
代
の
方
々
が
全
国
か
ら

い
も
ほ
り
な
ど
を
楽
し
み
に
や
っ

て
き
ま
す
。

みんなで楽しくいもほり

堀ったばかりのサツマイモ

　
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地

に
、
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
困
っ

て
い
る
と
い
っ
た
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
状

態
は
病
害
虫
の
発
生
や
見
通
し

が
悪
く
な
る
こ
と
に
よ
り
起
き

る
交
通
事
故
、
ゴ
ミ
の
不
法
投

棄
の
温
床
、
ま
た
、
火
災
の
発

生
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
周
辺
農
地
や
近
隣
住
民
の

方
に
大
変
な
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
農
地
を
遊
休
化
さ
せ
る
と
、

再
び
耕
作
可
能
な
状
態
に
戻
す

に
は
、
多
大
な
労
力
、
時
間
等

が
必
要
で
す
。
農
地
の
所
有
者

の
方
は
、
耕
作
を
さ
れ
な
い
場

合
も
定
期
的
な
耕
う
ん
や
除
草

等
を
行
い
、
農
地
の
適
正
な
管

理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
地
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す


